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Prof. Pierre Chiron講 演会

アリス トテ レス弁論術の最新 研究について

開催日 2008年2月4日

企画班  論理 ・情報

企画者 納富信留

講演者 Pierre Chiron(パ リ第12大 学)

 西 洋 占代の政治 ・社 会において 「言論の技術」 は、

思考や情 報伝達におお きな役割 を果た していた。そ

れを 「弁 論術 」 とし 「論理学 」 か ら1唆別 して批 判

を加 えたのがプラ トンであ り、 弟子 アリス トテ レス

も基本 的に同様 の枠組みにおいて 「弁論術 」を検討

した。 フランスや イタリアな どヨーロ ッパ諸 国 では

弁論術(レ トリック)の 歴史研 究には長い蓄積があ

り、文化 において依然重要 な位置 をIJイめている。他

方で、近代 に欧米 の学問 システムを導入 した日本の

大学で は、「弁論術」 が学 科か らはずれたため、著

しく研 究が遅れて きた。

 今 回 ご講 演 をいただいたパ リ第 ユ2大学 のピエー

ル ・シロン教授 は、 これまで西洋古代弁論術 の主要

著 作 を校 訂 ・翻 訳 してこられた第一 人者 で、昨年

出版 されたアリス トテ レス 「弁 論術』 の仏 訳(GF

TIammarion版)に ついて、 ご経験 を踏 まえた講演

をいただいた。講演と議論をつうじて、偽アリスト

テレス 「アレクサンドロ.ス宛弁論術』(シ ロン教授

がビュデ版で校訂)に 代表される 「アリス トテレス

以前弁論術」 との比較対照で、アリストテレス理論

の革新性が検討され、それが今円までの西洋弁論術

の伝統を形成 したことが示された。

 講演 に先立って、東京大学大学院で西洋古代弁

論術 を研究 しておられる堀尾耕....・氏よりシロン教授

の業績について詳細な紹介をいただいた。 また、講

演会には、広 く弁論術に関心のある多分野の研究

者にご参加をいただいた。 日本での弁論術の研究は

諸外国と比べて立ち遅れているが、論理 と感性の諸

問題をより広 い理論的 ・歴史的枠組みで捉 える鍵

となることが期待される。論理 ・情報班では、今後

も積極的に弁論術研究を進めていく予定である。

                 (納富信留)
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